
の
講
義
内
容

五
十
音
の
は
な
し
と
音
訓
に
つ
い
て

02

―
文
字
資
料(

漢
字
・ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
ロ
ー
マ
字)

か
ら
日
本
語
學
資
料
へ
―

萩
原

義
雄

日
本
最
古
の
資
料
と
は

私
た
ち
人
類
が
言
語
活
動
を
開
始
し
た
と
き
、
話
す
＝
聞
く
こ
と
、
書
く
＝
読
む
こ
と
を
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
始
め
た
の
か

興
味
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
な
か
で
、
話
す
＝
聞
く
こ
と
の
言
語
形
態
は
一
過
性
に
す
ぎ
ず
、
露
の
如
く
消
滅
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
書
く
＝

読
む
こ
と
の
言
語
形
態
は
、
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
書
く
＝
読
む
こ
と
の
言
語
形
態

を
素
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

漢
字
を
用
い
た
日
本
語
表
記
の
遺
品
と
し
て
は
、
五
世
紀
半
頃
の
二
種
の
「
金
石
文
」
、
紙
の
資
料
と
し
て
は
、
聖
德
太
子
自
筆

本
『
法
華
義
疏(

ほ
つ
け
ぎ
し
よ)

』
〔
御
物
、
推
古
天
皇
二
十
三
年(

西
暦
六
一
五)

〕
や
後
の
『
日
本
書
紀
』
所
載
の
『
十
七
條
憲
法
』

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
法
華
義
疏
』
の
料
紙
は
、
中
国
の
唐
紙
を
用
い
て
い
て
、
未
だ
本
邦
で
は
和
紙
の
生
産
が
で
き
ず
、
輸

入
し
た
高
価
な
品
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
尤
も
最
古
の
日
本
文
献
資
料
と
し
て
、
今
日
ま
で
維
持
保
存
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
書
記
者
が
聖
德
太
子
な
の
か
は
亊
の
真
偽
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
未
だ
定
説
を
見
な
い
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
書
記
文
字
に
つ
い
て
は
、
当
代
の
四
六
駢
儷
体
の
文
章
的
特
徴
を
表
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

《
参
考
資
料
》
紙
★
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

h
ttp

://
w
w
w
.ep

so
n.jp

/
tech

n
olo

gy/
m
irai/

paper/



日
本
最
古
の
文
字

古
代
日
本
人
は
、
文
字
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
と
云
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
本
統
に
文
字
言
語
と
無
縁
な
世
界
に
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？
よ
く
、
文
字
が
使
え
な
か
っ
た
の
で
口
誦
に
よ
り
伝
え
て
き
た
と
云
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
日
本
の
古
代
神
話
を
ま

と
め
た
『
古
事
記
』
〔
和
銅
四
年(

七
一
一)

九
月
十
八
日
〕
に
は
、
「
臣
安
萬
侶
」
が
「
稗
田
阿
礼
」
の
口
誦
す
る
内
容
を
記
録
し
た
。

然
。
上
古
之
時
。
言
意
竝
朴
。
敷
レ

文
構
コ
ト

句
。
於
レ

字
即
難
。
已
因
レ

訓
述
者
。
詞
不
レ

逮
レ

心
。
全
以
レ

シ
カ
ル
ニ

シ

ヤ

ウ

コ

ノ

ト

キ

ゲ

ン

ヰ

ナ
ラ
ビ
ニ
ボ
ク
シ
テ

シ

キ

ブ
ン
ヲ
カ
マ
フ
ル

ク

ヲ

オ
イ
テ

ジ

ニ
ス
ナ
ハ
チ
カ
タ
シ

ス
デ
ニ
ヨ
リ
テ

ク
ン
ニ
ノ
ベ
タ
ル
モ
ノ
ハ

コ
ト
バ

ズ

ヲ
ヨ
バ

コ
コ
ロ
ニ

マ
ツ
タ
ク
モ
チ
テ

音

連

者
。
事
趣
更
長
。
是
以
今
。
或
一
句
之
中
。
交
二

用
音
訓
一

。
或
一
事
之
内
。
全
以
レ

訓
録
。

オ
ン
ヲ
ツ
ラ
ネ
タ
ル
モ
ノ
ハ

コ
ト
ノ
オ
モ
ム
キ
サ
ラ
ニ
ナ
ガ
シ

コ
コ
ヲ

モ

テ

イ

マ

ア
ル
ヒ
ハ
イ

チ

ク

ノ

ウ

チ

マ
ヂ
ヘ

モ
チ
ヒ
ヲ
ン
ク
ン
ヲ

ア
ル
ヒ
ハ
イ

チ

ジ

ノ

ウ

チ

マ
ツ
タ
ク
モ

テ

ク
ン
ヲ
シ
ル
ス

と
、
こ
の
よ
う
な
日
本
語
に
於
け
る
こ
と
ば
表
現
の
有
様
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
『
古
事
記
』
は
、
中
国
の
漢
字
音
を

以
て
、
日
本
語
の
音
に
当
て
は
め
て
表
記
し
て
い
ま
す
。

《
参
考
資
料
》

◎
紀
田
順
一
郎
著
『
日
本
の
書
物
』
―
太
古
の
ロ
マ
ン
『
古
事
記
』
―
〔
勉
誠
出
版
二
〇
〇
六
年
刊
〕

１
、
『
古
事
記
』
太
古
の
ロ
マ
ン
。[

１
４
頁]

。
古
代
→
「
吾
と
汝
と
天
の
下
」
「
日
本
神
話
の
独
創
性
」
「
原
稿
用
紙
六
十
枚
の
原

典
」

h
ttp:/

/w
w
w
.ko

m
azaw

a-
u.ac.jp

/
~h

agi/ko
kugo

_kojiki01
.htm

l

◎
神
野
志
隆
光
著
『
漢
字
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
古
事
記
』
〔東
京
大
学
出
版
会
二
〇
〇
七
年
二
月
刊
〕

今
日
は
、
こ
の
文
字
の
起
源
、
そ
し
て
現
代
の
日
本
列
島
に
ど
の
よ
う
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
そ
の
大
概
を
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

※
「
し
ほ
【
塩
】
」
と
い
う
文
字
を
例
と
し
て

http
:/
/
w
w
w
.kom

azaw
a-u

.ac.jp
/~

h
agi/

b
un

ken
-
sih

on
o
m
oji.h

tm

h
ttp://

w
w
w
.ko

m
azaw

a-
u.ac.jp

/
~h

agi/
ko
_sh

ih
o
n
om

o
ji.pd

f

《
參
考
と
す
る
語
句
》

金
石
文

布
帛
文

竹
簡
・
木
簡

唐
紙
・
和
紙

洋
紙

電
子
ペ
ー
パ
ー

《
今
後
の
課
題
》

日
本
の
最
古
の
神
話
『
古
事
記
』
は
、
原
本
は
残
存
せ
ず
、
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
が
伝
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
、
『
古
事
記
』
の
本

文
〔
写
本
類
〕
と
電
子
印
影
や
入
力
さ
れ
た
文
献
資
料
を
今
後
ど
の
よ
う
に
見
て
い
く
の
か
？
。
そ
し
て
、
海
外
で
の
碩
学
状
況

は
ど
の
よ
う
な
情
況
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。




